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ご　挨　拶

　会員の皆様には、平素より当会活動への格別のご理解とご協力を賜り、心より厚くお礼申

し上げます。

　さて、5月26日に開催させていただきました「公益社団法人桑名法人会第11回通常総会」

及び「桑名法人会設立70周年式典」の際には、多数の会員の皆様にご出席賜りまして誠にあ

りがとうございました。また、その席では名古屋国税局様、桑名税務署様、桑名市長様、い

なべ市長様から温かい心のこもったご祝辞を賜りましたことは、皆様と共に心に刻み、今後

の活動の糧とさせていただきます。

　それは70周年という１つの区切りを迎えたわけですが、本会がこれから先も、「税のオピ

ニオンリーダー」として、SDGsを常に念頭に置いた組織の実現に向け、新たな前進へと力

強く歩みを進める心構えでございます。

　そして今年度は、5月の連休明けにcovid19も2類から5類に引き下げられたことを踏まえ

て、新型コロナ禍以前のことを思い出しながら、従来通り、それ以上に事業を進めてまいり

たいと考えております。

　なお、10月22日に北勢市民会館で開催予定の「第10回記念いなべファミリー税金クイズ大

会」、11月12日に柿安シティーホールで開催予定の「第33回子供税金クイズ大会」や、「絵は

がきコンクール」、そして租税教室への講師の派遣は、私がこの職を仰せつかり、租税教育

推進協議会に出席させていただく中で、当会が租税教育の一端を担っていることと改めて実

感しております。加えて桑名法人会は「いなべSDGs推進パートナー」の認定を受けること

になりました。

　税を知る週間のイベントの後は、ブロックごとの研修会や11月28日に間税会様と合同の視

察研修旅行を企画しております。

　今年度も会員の皆様のお知恵、お力をお借りして本会の運営に当たりたいと考えておりま

すので、どうぞなお一層のご理解とご協力を賜りますよう改めてお願い申し上げます。

　最後に、会員企業様のご繁栄と、会員の皆様のご健勝を祈念申し上げまして、ご挨拶とさ

せていただきます。

公益社団法人 桑名法人会
佐 藤 貴 志会　長
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　公益社団法人　桑名法人会第１１回通常総会が、桑名税務署
長西村様はじめ多数のご来賓にご臨席を賜り開催されました。

　第一部　通常総会といたしまして、佐藤総務委員長の司会により始まり、小谷中副会長の「開会
の辞」、佐藤会長のあいさつのあと佐藤会長が議長となり、第１号議案「令和４年度事業報告並びに
収支決算報告承認の件」の審議、さらに「第２号議案　任期満了に伴う役員改選（案）承認の件」によ
り、理事・監事の選任並びに今期会長として佐藤会長が選任されました。
　また、報告事項として「令和５年度事業計画並びに収支予算の件」について、伊藤副会長より説明
があり慎重審議され原案通り可決承認され、清水副会長の「閉会の辞」により無事終了いたしました。
　つづいて、第二部といたしまして表彰式が執り行われ、優良経理担当者表彰６名、租税教室講師表
彰４名に表彰状が贈呈されました。

公益社団法人桑名法人会　第11回通常総会

日　時：令和５年５月２６日（金）　午後３時００分より
場　所：長島温泉　ホテル花水木
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公益社団法人桑名法人会 第11回通常総会
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　また、永年にわたり法人会活動にご尽力いただいた退任理事の方々に対し、役員功労表彰の授与が
ありました。
　感謝状贈呈式では、桑名税務署長より６名に感謝状の贈呈が行われました。
　最後に来賓の桑名税務署長　西村様より祝辞が述べられ、表彰式も滞りなく終了しました。

　引き続き桑名法人会創立７０周年記念式典が開催され、桑名市長、いなべ市長始め多数のご来賓や
各種関係団体の会長にご臨席賜り開催されました。
　その後の懇談会もなごやかな雰囲気で行われ、滞りなく終了いたしました。

【退任役員】
　小笠原まき子　様　　株式会社金星堂
　杉山　　　保　様　　株式会社旭コンクリート
　城田　　芳樹　様　　城田鋳工株式会社
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公益社団法人桑名法人会 第11回通常総会



法　人　名氏　名役職名

（医）北勢会　北勢病院

ユニオン商事（株）

エバ工業（株）

三重精機（株）

すし道場（有）

中央自動車（株）

（有）庭茂伊藤造園

桑和機工（株）

森田フードシステム（株）

辻内鋳物鉄工（株）

（株）K.Y.ユニティ

（株）総本家新之助貝新

（株）薫田工務店

桑名三重信用金庫

（株）水谷精機工作所

（株）ほくせい

（株）アサプリ

（有）林

長島観光開発（株）

（医）MANA

（有）IMC経営センター

（株）加藤モータース

（株）未来食品　八十八屋

光精工（株）

扶桑工機（株）

（株）清花園

（株）朝日鋳工所

（株）カキトー

（株）出口組

大起産業（株）

フジタ電業（株）

（株）永野新聞舗

令和5年度 役員名簿

佐 藤 貴 志

伊 藤 　 正

中 村 　 研

加 藤 峰 幸

伊 藤 純 子

小 谷 中 　 剛

伊 藤 聖 朗

佐 藤 輝 幸

森 田 浩 文

辻 内 　 晶

羽 根 　 賢

水 谷 新 平

薫 田 靖 夫

水 越 俊 雄

水 谷 康 朗

加 藤 久 智

鬮 目 憲 史

林 　 直 乃 夫

黒 谷 文 雄

中 野 雅 也

石 川 智 美

加 藤 知 永 子

伊 藤 博 文

西 村 昌 能

服 部 　 岳

城 田 恵 理

西 村 治 生

伊 藤 明 人

出 口 玉 樹

内 藤 茂 範

中 川 謙 二

永 野 元 康

会 　 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

総務委員長

税制委員長

広報委員長

研修委員長

厚生委員長

組織委員長

ブロック長

ブロック長

ブロック長

ブロック長

ブロック長

ブロック長

青年部会長

女性部会長

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

法　人　名氏　名役職名

日本ホーク（株）

栗田精工（株）

（株）伊藤英男鉄工所

（株）ケイディーエンジニア

新日本工業（株）

辻運送（株）

北勢運送（株）

（株）金星堂

（株）山本本店

（株）永餅屋老舗

（有）ヒューマン・ケア・ステーションみえ

（同）小川商店

（株）カネマツ産業

（有）ヒダカツ工業所

三重ダイキャスト工業（株）

桑名電気産業（株）

東洋琺瑯（株）

（株）桑陽自動車

（有）竹中仏壇店

（株）ハツメック

（株）安田金属工業

（株）北勢観光サービス

（株）川瀬水道土木工事

（株）桑立工業

（有）長瀬印刷所

瀬古工業（株）

立松鋳造（株）

冨桑商事（資）

源（株）

シグマー技研（株）

（有）石川製作所

（株）青山製作所

（株）アイ・テック

（有）清水組

小 森 勝 則

栗 田 勝 久

伊 藤 國 和

佐 藤 正 信

後 藤 大 介

辻 　 　  定

上 田 泰 爾

小 笠 原 貴 行

山 本 重 雄

水 谷 文 人

高 橋 恵 美 子

小 川 洋 司

松 原 正 紀

國 武 明 史

石 川 尚 郎

伊 藤 弘 幸

八 代 　 力

伊 藤 達 行

竹 中 長 彦

服 部 一 彌

中 村 真 啓

後 藤 博 子

川 瀬 豊 治

諸 戸 裕 二

長 瀬 　 浩

瀬 古 昌 孝

立 松 三 明

柳 川 穂 波

金 本 美 智 子

林 　 正 人

石 川 文 雄

青 山 茂 孝

伊 藤 邦 明

清 水 哲 久

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事
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理 　 事
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理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

監   事

監   事

監   事
令和5年5月26日現在
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Ⅰ.概　況

開催月日 開催事業 開催場所

令和４年

４月１４日 全国女性フォーラム　静岡大会 ツインメッセ静岡

５月３０日 第１０回　通常総会 柿安シティホール

５月～３月 租税教室 管内小学校

５月～３月 税に関する絵はがきコンクール 管内小学校

部会合同活動報告会・講演会

　演題：「私とテレビのナイショの話」

　講師：フリーアナウンサー　笠井信輔氏

女性部会研修会（演題：「使ってみようマイナンバーカード」）

　講師：桑名市役所担当

８月１８・１９日 生活習慣病予防健診 柿安シティホール

９月４日 桑名三川商工会多度本所　泉稱寺

９月１１日 ㈱水谷精機工作所　川越町中央公民館

女性部会研修会

くわなメディアライブ

多目的ホール

　講師：桑名税務署長

１０月１３日 全国大会（千葉） 幕張メッセ　幕張イベントホール

くわなメディアライヴ　

多目的ホール

１０月２３日 第９回いなべファミリー税金クイズ大会 いなべ市北勢市民会館

（一社）三重県法人会連合会女性部会連絡協議会

　第２９回情報交換会

６月８日

７月２０日 柿安シティホール

柿安シティホール

桑名弦楽合奏団　地域巡回コンサート　２０２２

９月２６日
演題：「日本人メジャーリーガーでみる日本とアメリカの

課税」～グリーンカードを取得すると～

京都「髙台寺、二年坂・三年坂」
「友禅染体験」

女性部会研修視察１０月１９日

１１月　１日 都ホテル四日市

令和４年度事業報告

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

Ⅱ.主な事業報告

１０月１２日
税務研修会「インボイス制度・電子帳簿保存法・キャッシュ
レス納付」
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（株）カネマツ産業

（有）ヒダカツ工業所

三重ダイキャスト工業（株）

桑名電気産業（株）

東洋琺瑯（株）

（株）桑陽自動車

（有）竹中仏壇店

（株）ハツメック

（株）安田金属工業

（株）北勢観光サービス

（株）川瀬水道土木工事

（株）桑立工業

（有）長瀬印刷所

瀬古工業（株）

立松鋳造（株）

冨桑商事（資）

源（株）

シグマー技研（株）

（有）石川製作所

（株）青山製作所

（株）アイ・テック

（有）清水組

小 森 勝 則

栗 田 勝 久

伊 藤 國 和

佐 藤 正 信

後 藤 大 介

辻 　 　  定

上 田 泰 爾

小 笠 原 貴 行

山 本 重 雄

水 谷 文 人

高 橋 恵 美 子

小 川 洋 司

松 原 正 紀

國 武 明 史

石 川 尚 郎

伊 藤 弘 幸

八 代 　 力

伊 藤 達 行

竹 中 長 彦

服 部 一 彌

中 村 真 啓

後 藤 博 子

川 瀬 豊 治

諸 戸 裕 二

長 瀬 　 浩

瀬 古 昌 孝

立 松 三 明

柳 川 穂 波

金 本 美 智 子

林 　 正 人

石 川 文 雄

青 山 茂 孝

伊 藤 邦 明

清 水 哲 久

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

監   事

監   事

監   事
令和5年5月26日現在
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　公益社団法人 桑名法人会は、法人会の理念「税のオピニオンリーダーとして企業の発展を支援し、地域の振
興に寄与し、国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体である」に則り、納税意識の向上、会員企業の健全なる発
展、そして地域社会への貢献を図り、公益社団法人として課せられた使命を達成するため各種事業を展開した。
　主な事業活動のうち「税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業」として税に関する研修会、次代を担う
児童・生徒への租税教育活動、税に関する広報活動、税の調査研究及び税制改正要望活動の各種事業を実施し
た。今年度は「インボイス制度・電子帳簿保存法・キャッシュレス納付」についての研修会を開催した。また引
き続き当会ホームページにてインターネットセミナーを開催した。
　また、「地域の経済社会環境の整備改善等を図るための事業」として経済講演会、研修視察、地域社会貢献と
して健康推進活動、演奏会や防災支援活動を実施した。
　「会員の交流に資するための事業」として会員のための親睦や異業種交流を図り組織の強化、青年部会・女性
部会活動の活性化に努めた。
　「会員の福利厚生等に資する事業」として会員企業の福利厚生の向上に資することを目的とした事業に取り組
んだ。法人管理関係は諸会議及び公益事業推進に努めた。
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１１月１３日 「あなたの健康チェック」 柿安シティホール

１１月１３日 第３２回子供税金クイズ大会 柿安シティホール

講演会

　演題：「石原良純、大いに語る」～気象・環境から家族の絆まで～

　講師：俳優・気象予報士　石原良純氏

１１月１５日 「税を考える週間」広報活動 アピタ桑名店

１１月１８日 桑名法人会・桑名間税会　合同研修視察旅行 京セラ美術館、長楽館

１１月２５日 全国青年の集い　沖縄大会 沖縄市体育館　沖縄アリーナ

第２ブロック研修会　

　演題：「お酒にまつわる話」「国税局の仕事」

　講師：桑名税務署長、税務署担当官

第１・６ブロック研修会

　演　題：「お酒にまつわる話」「国税局の仕事」

　講師：桑名税務署長、税務署担当官

青年部会研修会

　演題：「ゴルゴ１３と確定申告+お札の話」

　講師：桑名税務署長

桑名市役所

いなべ市役所議会事務局

東員町　

木曽岬町

第３・４ブロック研修会

　演題：「お酒にまつわる話」「国税局の仕事」

　講師：桑名税務署長、税務署担当官

第５ブロック研修会

　演題：「お酒にまつわる話」「国税局の仕事」

　講師：桑名税務署長、税務署担当官

令和５年

女性部会研修会

　演題：「十代目女将から学ぶ、経営やおもてなしの心」

　講師：京菓匠　笹屋伊織　十代目女将　田丸　みゆき氏

２月２６日 桑名弦楽合奏団　定期演奏会 柿安シティホール

研修会（インターネットセミナー） 桑名法人会ホームページ

防災活動（災害時避難場所誘導案内看板設置） 管内随所（３２か所）

２月１５日 柿安シティホール

１２月５日～
１２月２２日

税制改正要望活動

魚城１２月１２日

１２月１６日 魚慶

年間を通して

１１月１３日 柿安シティホール

１１月２５日 ⅮＥＰＡＲＴ

１１月２９日 歌行燈

１２月５日 魚重楼
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（単位：円）

本年度 前年度 増　減

Ⅰ 資産の部

1.流動資産

現金 43,328 32,117 11,211 

普通預金 17,070,556 15,761,412 1,309,144 

82,800 0 82,800 

【流動資産合計】 17,196,684 15,793,529 1,403,155 

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0 

【基本財産合計】 5,000,000 5,000,000 0 

(2)特定資産

周年行事引当預金 2,000,000 2,000,000 0 

減価償却引当預金 824,727 824,727 0 

退職給付引当預金 720,000 450,000 270,000 

3,000,000 4,200,000 △1,200,000 

【特定資産合計】 6,544,727 7,474,727 △930,000 

(3)その他固定資産

什器備品 243,507 418,457 △174,950 

【その他固定資産合計】 243,507 418,457 △174,950 

【固定資産合計】 11,788,234 12,893,184 △1,104,950 

【資産合計】 28,984,918 28,686,713 298,205 

Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未払金 73,916 70,454 3,462 

預り金 76,503 75,399 1,104 

【流動負債合計】 150,419 145,853 4,566 

2.固定負債

退職給付引当金 720,000 450,000 270,000 

【固定負債合計】 720,000 450,000 270,000 

【負債合計】 870,419 595,853 274,566 

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産 0 0 0 

【指定正味財産合計】 0 0 0 

(うち基本財産への充当額) 0 0 0 

(うち特定資産への充当額) 0 0 0 

2.一般正味財産 28,114,499 28,090,860 23,639 

(うち基本財産への充当額) 5,000,000 5,000,000 0 

(うち特定資産への充当額) 5,824,727 7,024,727 △1,200,000 

【正味財産合計】 28,114,499 28,090,860 23,639 

【負債･正味財産合計】 28,984,918 28,686,713 298,205 

貸 借 対 照 表
令和5年3月31日

科　　目

記念事業等引当預金

前払金
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Ⅰ　一般正味財産増減の部 1
  １．経常増減の部 2
   (1)経常収益 3
  基本財産運用益 4 125 75 50
          基本財産受取利息 5 125 75 50
　受取会費 6 12,001,400 12,290,700 △ 289,300
　　　　　 正会員受取会費 7 12,001,400 12,290,700 △ 289,300
  事業収益 8 737,483 271,118 466,365
          福利厚生事業収益 9 64,483 105,118 △ 40,635
          会員親睦事業収益 10 673,000 166,000 507,000
  受取補助金等 11 12,348,700 12,084,000 264,700
          受取県連補助金 12 279,000 275,000 4,000
　　　　　受取全法連助成金 13 350,000 350,000 0
　　　　　受取全法連補助金 14 150,000 150,000 0
          受取全法連助成金振替額 15 11,569,700 11,309,000 260,700
  受取負担金 16 1,320,800 760,000 560,800
          受取負担金 17 775,000 230,000 545,000
          青年部会受取負担金 18 288,500 270,000 18,500
          女性部会受取負担金 19 257,300 260,000 △ 2,700
  雑収益 20 154,390 22,431 131,959
          受取利息 21 390 431 △ 41
          雑収益 22 154,000 22,000 132,000
  経常収益計 23 26,562,898 25,428,324 1,134,574
   (2)経常費用 24
  事業費 25 23,203,197 21,979,269 1,223,928
          給料手当 26 4,699,168 4,640,296 58,872
          退職給付費用 27 218,430 73,980 144,450
          福利厚生費 28 788,521 801,271 △ 12,750
          会議費 29 1,178,497 579,240 599,257
          旅費交通費 30 2,337,453 134,695 2,202,758
          通信運搬費 31 1,066,403 1,085,346 △ 18,943
          減価償却費 32 141,535 158,154 △ 16,619
          消耗品費 33 1,787,702 3,329,778 △ 1,542,076
          印刷製本費 34 1,910,245 3,311,365 △ 1,401,120
          光熱水料費 35 152,045 110,409 41,636
          賃借料 36 1,286,795 1,307,474 △ 20,679
          保険料 37 12,740 3,920 8,820
          諸謝金 38 2,554,067 1,135,750 1,418,317
          租税公課 39 72,000 72,000 0
          支払負担金 40 736,000 524,000 212,000
          委託費 41 741,400 671,900 69,500
          会場費 42 1,321,298 1,128,525 192,773
          広告宣伝費 43 579,842 804,826 △ 224,984
          リース料 44 326,853 196,497 130,356
          支払手数料 45 1,153,603 1,189,533 △ 35,930
          広報ＩＴ関係費 46 132,000 132,000 0
　　　　　雑費 47 6,600 588,310 △ 581,710
  管理費 48 3,336,062 3,331,148 4,914
          給料手当 49 1,109,445 1,004,833 104,612
          退職給付費用 50 51,570 16,020 35,550
          福利厚生費 51 186,165 173,511 12,654
          会議費 52 18,361 3,627 14,734
          旅費交通費 53 23,821 4,614 19,207

前年度 増　減本年度

令和4年度正味財産増減計算書
  令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

（単位：円）

科        目
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          通信運搬費 54 110,710 280,285 △ 169,575
          減価償却費 55 33,415 34,248 △ 833
          消耗品費 56 319,794 250,295 69,499
          印刷製本費 57 158,480 245,461 △ 86,981
          光熱水料費 58 35,897 23,908 11,989
          賃借料 59 303,805 283,127 20,678
          諸会費 60 239,400 247,650 △ 8,250
　　　　　支払負担金 61 0 0 0
          会場費 62 204,274 180,430 23,844
          渉外慶弔費 63 58,720 0 58,720
          表彰費 64 132,550 154,627 △ 22,077
          リース料 65 72,106 40,883 31,223
          支払手数料 66 272,359 373,159 △ 100,800
　　　　　雑費 67 5,190 14,470 △ 9,280
  経常費用計 68 26,539,259 25,310,417 1,228,842
　 当期経常増減額 69 23,639 117,907 △ 94,268
  ２．経常外増減の部 70
  （１）経常外収益 71 0 0 0
  （２）経常外費用 72 0 0 0
　　　　　 当期経常外増減額 73 0 0 0
　　　　　　当期一般正味財産増減額 74 23,639 117,907 △ 94,268
　　　　　　一般正味財産期首残高 75 28,090,860 27,972,953 117,907
　　　　　　一般正味財産期末残高 76 28,114,499 28,090,860 23,639
Ⅱ　指定正味財産増減の部 77
  　　受取補助金等 78 11,569,700 11,309,000 260,700
　　　　　受取全法連助成金 79 11,569,700 11,309,000 260,700
     一般正味財産への振替額 80 △ 11,569,700 △ 11,309,000 △ 260,700
　　　　　一般正味財産への振替額 81 △ 11,569,700 △ 11,309,000 △ 260,700
　　　　　当期指定正味財産増減額 82 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 83 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 84 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 85 28,114,499 28,090,860 23,639

本年度科        目 増　減前年度
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公1 公2 公益共通 小   計 収1 他1 小   計

Ⅰ一般正味財産増減の部 1

  １．経常増減の部 2

    (1) 経常収益 3

　　　基本財産運用益 4 0 0 0 0 0 0 0 125 125

　　　　基本財産受取利息 5 0 0 0 0 0 0 0 125 125

　　　受取会費 6 0 0 4,800,560 4,800,560 0 0 0 7,200,840 12,001,400

　　　　正会員受取会費 7 0 0 4,800,560 4,800,560 0 0 0 7,200,840 12,001,400

　　　事業収益 8 0 0 0 0 7,507 729,976 737,483 0 737,483

　　　　福利厚生事業収益 9 0 0 0 0 1,507 62,976 64,483 0 64,483

　　　　会員親睦事業収益 10 0 0 0 0 6,000 667,000 673,000 0 673,000

　　　受取補助金等 11 100,000 0 11,569,700 11,669,700 0 0 0 679,000 12,348,700

　　　　受取県連補助金 12 100,000 0 . 100,000 0 0 0 179,000 279,000

　　　　受取全法連助成金 13 0 0 0 0 0 0 0 350,000 350,000

　　　　受取全法連補助金 14 0 0 0 0 0 0 0 150,000 150,000

　　　　受取全法連助成金振替額 15 0 0 11,569,700 11,569,700 0 0 0 0 11,569,700

　　　受取負担金 16 730,000 0 0 730,000 0 545,800 545,800 45,000 1,320,800

　　　　受取負担金 17 730,000 0 0 730,000 0 0 0 45,000 775,000

　　　　青年部会受取負担金 18 0 0 0 0 0 288,500 288,500 0 288,500

　　　　女性部会受取負担金 19 0 0 0 0 0 257,300 257,300 0 257,300

　　　雑収益 20 0 0 0 0 110,000 44,000 154,000 390 154,390

　　　　受取利息 21 0 0 0 0 0 0 0 390 390

　　　　雑収益 22 0 0 0 0 110,000 44,000 154,000 0 154,000

　　　経常収益計 23 830,000 0 16,370,260 17,200,260 117,507 1,319,776 1,437,283 7,925,355 26,562,898

    (2) 経常費用 24

　　　事業費 25 14,265,289 5,922,754 0 20,188,043 183,065 2,832,089 3,015,154 0 23,203,197

　　　　給料手当 26 3,752,364 557,627 0 4,309,991 46,469 342,708 389,177 0 4,699,168

　　　　退職給付費用 27 174,420 25,920 0 200,340 2,160 15,930 18,090 0 218,430

　　　　福利厚生費 28 629,648 93,570 0 723,218 7,797 57,506 65,303 0 788,521

　　　　会議費 29 206,275 6,054 0 212,329 370 965,798 966,168 0 1,178,497

　　　　旅費交通費 30 1,096,311 658,343 0 1,754,654 9,930 572,869 582,799 0 2,337,453

　　　　通信運搬費 31 972,749 55,631 0 1,028,380 4,540 33,483 38,023 0 1,066,403

　　　　減価償却費 32 113,018 16,795 0 129,813 1,400 10,322 11,722 0 141,535

　　　　消耗品費 33 1,683,472 74,287 0 1,757,759 2,514 27,429 29,943 0 1,787,702

　　　　印刷製本費 34 1,331,421 446,083 0 1,777,504 351 132,390 132,741 0 1,910,245

　　　　光熱水料費 35 121,410 18,042 0 139,452 1,504 11,089 12,593 0 152,045

　　　　賃借料 36 1,027,527 152,698 0 1,180,225 12,725 93,845 106,570 0 1,286,795

　　　　保険料 37 12,740 0 0 12,740 0 0 0 0 12,740

　　　　諸謝金 38 100,000 2,140,269 0 2,240,269 0 313,798 313,798 0 2,554,067

　　　　租税公課 39 0 0 0 0 72,000 0 72,000 0 72,000

　　　　支払負担金 40 656,000 20,000 0 676,000 0 60,000 60,000 0 736,000

　　　　委託費　　 41 93,500 647,900 0 741,400 0 0 0 0 741,400

　　　　会場費 42 969,346 256,559 0 1,225,905 6,877 88,516 95,393 0 1,321,298

　　　　広告宣伝費 43 0 579,842 0 579,842 0 0 0 0 579,842

　　　　リース料 44 265,317 36,242 0 301,559 3,020 22,274 25,294 0 326,853

　　　　支払手数料 45 921,171 136,892 0 1,058,063 11,408 84,132 95,540 0 1,153,603

　　　　広報IT関連費 46 132,000 0 0 132,000 0 0 0 132,000

　　　　雑費 47 6,600 0 0 6,600 0 0 0 0 6,600

令和４年度正味財産増減計算書内訳表
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

（単位：円）

合   計法人会計
収益事業等会計公益目的事業会計

科        目
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公1 公2 公益共通 小   計 収1 他1 小   計

　　　管理費 48 3,336,062 3,336,062

　　　　給料手当 49 1,109,445 1,109,445

　　　　退職給付費用 50 51,570 51,570

　　　　福利厚生費 51 186,165 186,165

　　　　会議費 52 18,361 18,361

　　　　旅費交通費 53 23,821 23,821

　　　　通信運搬費 54 110,710 110,710

　　　　減価償却費 55 33,415 33,415

　　　　消耗品費 56 319,794 319,794

　　　　印刷製本費 57 158,480 158,480

　　　　光熱水料費 58 35,897 35,897

　　　　賃借料 59 303,805 303,805

　　　　諸会費 60 239,400 239,400

　　　　支払負担金 61 0 0

　　　　会場費 62 204,274 204,274

　　　　渉外慶弔費 63 58,720 58,720

　　　　表彰費 64 132,550 132,550

　　　　リース料 65 72,106 72,106

　　　　支払手数料 66 272,359 272,359

　　　　雑費 67 5,190 5,190

　　　経常費用計 68 14,265,289 5,922,754 0 20,188,043 183,065 2,832,089 3,015,154 3,336,062 26,539,259

　　　　当期経常増減額 69 △ 13,435,289 △ 5,922,754 16,370,260 △ 2,987,783 △ 65,558 △ 1,512,313 △ 1,577,871 4,589,293 23,639

  ２．経常外増減の部 70

    (1) 経常外収益 71

        経常外収益計 72

    (2) 経常外費用 73

        経常外費用計 74 0 0

          当期経常外増減額 75 0 0

　　当期一般正味財産増減額 76 △ 13,435,289 △ 5,922,754 16,370,260 △ 2,987,783 △ 65,558 △ 1,512,313 △ 1,577,871 4,589,293 23,639

　　一般正味財産期首残高 77 0 0 0 0 0 0 0 28,090,860 28,090,860

　　一般正味財産期末残高 78 △ 13,435,289 △ 5,922,754 16,370,260 △ 2,987,783 △ 65,558 △ 1,512,313 △ 1,577,871 32,680,153 28,114,499

Ⅱ指定正味財産増減の部 79

　　　受取補助金等 80 11,569,700 11,569,700 11,569,700

　　　　受取全法連助成金 81 11,569,700 11,569,700 11,569,700

　　一般正味財産への振替額 82 △ 11,569,700 △ 11,569,700 △ 11,569,700

　　　一般正味財産への振替額 83 △ 11,569,700 △ 11,569,700 △ 11,569,700

　　　当期指定正味財産増減額 84

　　　指定正味財産期首残高 85

　　　指定正味財産期末残高 86

Ⅲ正味財産期末残高 87 △ 13,435,289 △ 5,922,754 16,370,260 △ 2,987,783 △ 65,558 △ 1,512,313 △ 1,577,871 32,680,153 28,114,499

合   計法人会計科        目
公益目的事業会計 収益事業等会計
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財務諸表に対する注記 

１．                    重 要 な 会 計 方 針 

（1）固定資産の減価償却の方法 

直接法による定額法で減価償却を実施している。 

   (2) 引当金の計上基準 

退職給付引当金は年度末の要支給額を計上している。 

（3）消費税等の会計処理 

消費税込額で表示している。 

２． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。 

                                    （単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産     

定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000 

小 計 5,000,000 0 0 5,000,000 

特定資産         

周年行事引当預金 2,000,000 0 0 2,000,000 

減価償却引当預金 824,727 0 0 824,727 

退職給付引当預金 

 記念事業等引当預金 

450,000 

4,200,000 

270,000 

0 

0 

1,200,000 

720,000 

3,000,000 

小 計 7,474,727 270,000 1,200,000 6,544,727 

合 計 12,474,727 270,000 1,200,000 11,544,727 

 
３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は次のとおりである。 

                                    （単位：円） 

科 目 当期末残高 
（うち指定正味財

産からの充当額） 

（うち一般正味財

産からの充当額） 

（うち負債に対応

する額） 

基本財産     

定期預金 5,000,000 0 (5,000,000) 0 

小 計 5,000,000 0 (5,000,000) 0 

特定資産         

周年行事引当預金 2,000,000 0 (2,000,000) 0 

減価償却引当預金 824,727 0 (824,727) 0 

退職給付引当預金 

記念事業等引当預金 

720,000 

3,000,000 

0 

0 

0 

(3,000,000) 

(720,000) 

0 

小 計 6,544,727 0 (5,824,727) (720,000) 

合 計 11,544,727 0 (10,824,727) (720,000) 
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４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。 

 

                                     （単位：円） 

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

什器備品 2,539,970 2,296,463 243,507 

合  計 2,539,970 2,296,463 243,507 

 

 

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

   補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。 

 

    （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

補助金 

 全法連補助金 

 

 

 県連補助金 

 

  

 全法連助成金 

 

 

助成金 

全法連助成金 

 

 

公 益 財 団 法 人 

全国法人会総連合 

 

一 般 社 団 法 人     

三重県法人会連合会 

 

公 益 財 団 法 人 

全国法人会総連合 

 

 

公 益 財 団 法 人 

全国法人会総連合 

 

 

0 

 

 

0 

 

 

0 

 

 

 

0 

     

 

150,000 

 

 

279,000 

 

 

350,000 

 

 

 

11,569,700 

 

150,000 

 

 

279,000 

 

 

350,000 

 

 

 

11,569,700 

 

0 

 

 

0 

 

 

0 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

       合    計 0 12,348,700 12,348,700 0  
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附属明細書 

 

 

１． 基本財産及び特定資産の明細 

   財務諸表に対する注記の２．において記載している。 

 

 

２． 引当金の明細 

（単位：円）                                         

科  目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

 

退職給付引当金 

 

 

450,000 

 

270,000 

 

0 

 

0 

 

720,000 

引当金合計 450,000 270,000 0 0 720,000 
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一般社団法人三重県法人会連合会
第11回通常総会・表彰式開催

　一般社団法人三重県法人会連合会第１１回通常総会が６月２６日、都ホテル四日市に

て、名古屋国税局課税第二部長はじめ多数のご来賓をお迎えし開催されました。

　その席上にて、法人会活動に功労があったとされる方に対する（公財）全国法人会総連合

会長表彰並びに（一社）三重県法人会連合会会長表彰が執り行われ当桑名法人会からは、次

の方々がその栄誉に浴されました。

　各位の今後の益々のご健勝とご活躍を、ご祈念申し上げます。

　また、当会は経営者大型総合保障制度推進目標達成会として表彰されました。

（公財）全国法人会総連合会長表彰
　　【単位会功労者】　伊藤　　正 様　　ユニオン商事株式会社
　　　　　　　　　　薫田　靖夫 様　　株式会社薫田工務店

（一社）三重県法人会連合会会長表彰
　　【役員功労】　　　加藤　峰幸 様　　三重精機株式会社
　　　　　　　　　　佐藤　輝幸 様　　桑和機工株式会社　　
　　　　　　　　　　竹中　長彦 様　　有限会社竹中仏壇店

（一社）三重県法人会連合会会長感謝状
　　【役員・委員功労】　小笠原まき子 様　　株式会社金星堂

　
一
般
社
団
法
人
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重
県
法
人
会
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合
会 

第
11
回
通
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会
・
表
彰

一般社団法人三重県法人会連合会　第11回通常総会・表彰
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　第１１回部会合同活動報告会が令和５年６月１日（木）桑名シティホテル４階会議室に於いて開催さ
れました。
　報告会では、平成４年度活動報告並びに令和５年度活動計画を報告しました。
　また、５月２６日に開催されました総会において青年部会・女性部会の新部会長に選定されました
中野　雅也様、石川　智美様より前部会長の中村　真啓様、加藤　知永子様へ花束の贈呈が行われ、
和やかな雰囲気のなか滞りなく報告会は終了しました。

　活動報告会終了後は、タレント　山田　雅人様を講師にお招きし、「『かたり』の世界」と題して記
念講演会を開催しました。自ら足を運ばれて重ねてきた取材と鍛え抜かれた話芸により、聞き手の頭
の中に映像を浮かび上がらせるような特別で感動的な内容の講演で、一般の方々にも出席いただき盛
会裏に終えることができました。

第11回 部会合同活動報告会
　
第
11
回
部
会
合
同
活
動
報
告
会

第11回部会合同活動報告会
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　青年部会は、異業種交流の場としてのネットワーク作りや地域社会貢献活動、租税教育に役立つ活
動や日常業務に役立つ税知識の研鑽に努めております。
　具体的な活動の一部として、桑名税務署より署長を講師にお招きしての税務研修会、他に租税教室
への講師派遣も行っており、青年部会は中学校を担当しております。
　また、昨年度末から新型コロナウイルス感染症対応への見直しも進み、部会合同活動報告会やこど
も税金クイズ大会等、部会での開催事業も徐々に再開することができました。
　また、今年度は役員改選年度であり、新部会長に中野青年部会長が選任されました。

青年部会

『 租 税 教 室 』 津田学園中学校にて　令和５年７月４日開催

私共と一緒に活動しませんか？
青年部会員をご紹介ください。

部会年会費　6,000円

年　　　齢　50歳まで

中野新会長による
部会合同活動報告会での挨拶

中村前部会長より、中野新部会
長へ青年部会では恒例となって
おります、青いネクタイの引き
継ぎが行われました。

　
部
会
活
動
報
告

部会活動報告
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　女性部会は、税知識の普及、納税意識の高揚に努め、各種研修会や会員相互の親睦事業も開催し異業種
交流によるネットワーク作りにも努めております。
　特に、租税教室講師派遣については、毎年小学校約２０校を女性部会が担当し、租税教育活動の一助と
してその力を発揮しております。
　また、研修会は年２回開催し、税に関するトピックスから女性目線の話題にまで、多岐に渡るテーマを
選定しております。今年度は「京菓子から学ぶ、経営やおもてなしの心」のテーマで研修会を開催し大変
ご好評をいただきました。
　なお、女性部会においても今年度は役員会改選年度であり、新部会長に石川部会長が選任されました。

全国から約１８７１名の女性部会員が出席し開催
されました。当会からも４名の方が出席されまし
た。式典では大会宣言が読み上げられたあと、大
会旗が次年度開催地の広島県へ伝達されました。

女性部会

私たちと一緒に活動しませんか？
女性部会員をご紹介ください。

部会年会費　4,000円

『 租 税 教 室 』 『 研 修 会 』

『全国女性フォーラム』愛媛

多度東小学校　令和５年６月５日

益世小学校　令和５年６月１３日

開催日：令和５年２月１５日
演　題：「京菓子から学ぶ、経営やおもてなしの心」
講　師：京菓匠　笹屋伊織　十代目女将
　　　　田丸みゆき様
場　所：柿安シティーホール　３階大会議室 

開催日：令和５年４月１３日
第一部：記念講演<第一部>　
　演題：「句会ライブ」　講師：俳人 夏井いつき 氏
第二部：式典
第三部：記念講演<第二部>　
　演題：「講評」　講師：俳人 夏井いつき 氏

石川新部会長より、
加藤前部会長へ

花束が贈呈されました。

　
部
会
活
動
報
告

部会活動報告
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桑名税務署長インタビュー

桑名税務署長

伊 藤 　 久

　公益社団法人桑名法人会の皆様方におかれましては、日頃から税務行政に対する深い御理解と
格別の御支援を賜り、本誌面をお借りしまして厚く御礼申し上げます。
　令和５年７月10日付で桑名税務署長を拝命しました伊藤久でございます。前任の西村同様、よ
ろしくお願いいたします。
　昭和62年４月に名古屋国税局で採用され、今年で36年目となります。三重県での勤務は、平成
４年７月から３年間、松阪税務署で勤務して以来となります。
　28年振りの三重県勤務を、歴史と文化があり、かつ自然豊かな桑名の地においてできますこと
を大変光栄に思うとともに、身の引き締まる思いがいたします。
　貴会におかれましては、昭和28年の発足以来、子供税金クイズ大会やいなべファミリー税金ク
イズ大会の開催、租税教室への講師派遣や税務・企業経営に関する研修会の開催など地域に密着
した事業活動を積極的に展開され、正しい税知識の普及と納税意識の向上に多大な貢献をされて
おります。
　また、消費税軽減税率制度導入に当たっては、制度の周知・広報においては名古屋国税局長か
ら感謝状が贈呈されるほどの多大な御協力をいただくとともに、本年10月から開始される消費税
の適格請求書等保存方式、いわゆる「インボイス制度」につきましても、説明会を開催していた
だくなど、周知・広報に対する御協力をいただき、会長をはじめ会員の皆様の御努力に深く敬意
を表する次第であります。
　今後とも税務行政に対する一層の御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま
す。

　〔主な略歴〕
　　平成30年７月
　　　大阪国税局　上京税務署　副署長
　　令和２年７月
　　　名古屋国税不服審判所　副審判官
　　令和３年７月
　　　名古屋国税局　総務部　国税広報広聴室長
　　令和５年７月
　　　現職

（いとう ひさし）
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桑名税務署長インタビュー
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　　三重県四日市市出身です。松阪税務署へ勤務していた時は四日市市の実家から通勤しており
ました。

　　「徳川四天王の一人である本多忠勝が築い
た城下町」、「七里の渡し」、「東海道唯一の海路
を有する宿場町」といった歴史と日本有数のレ
ジャー施設や多度大社などの観光資源を有する
観光都市という印象です。また、桑名の名産で
ある「蛤」、「手延べうどん」など美味しいもの
が多くあるとも感じております。

　　国税庁の使命である「納税者の自発的な納税義務の履行を適切かつ円滑に実現する」ため、
納税者サービスの充実に努めるとともに、適正・公平な課税・徴収を確保していきたいと思って
おります。
　また、法人会をはじめ税務行政にご協力いただいております関係民間団体の皆様との協調関係
を維持しながら正しい税知識の普及や納税意識
の向上にも努めていきたいと考えております。

　　皆様にお披露目できるような趣味は持ち合
わせておりませんが、強いて言えば「料理」で
す。定期人事異動前は、毎日、弁当を作ってお
りました。

　　
　　座右の銘ということでもないのですが、

「どうせやるなら楽しく前向きに！」と「やっ
ては駄目なことを絶対にしない！」をモットー
にしています。

　　冒頭のあいさつで申し上げましたとおり、
ご多忙の中様々な社会貢献活動、租税教育活動
に御尽力いただいております桑名法人会の皆様
方には、本当に頭の下がる思いです。
　今後とも、インボイス制度の円滑な開始や

Ｑ 趣味は何ですか。

 Ａ

Ｑ 座右の銘を教えてください。
 Ａ

 Ａ

Ｑ 仕事に対する抱負を教えてください。

Ｑ 出身地を教えてください。
 Ａ

 Ａ

Ｑ 桑名の印象はどうですか。

Ｑ 法人会活動についてのご感想などを教えてください。
 Ａ
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桑名税務署長インタビュー
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e-Tax及びキャッシュレス納付の利用拡大などに向けて、御理解・御協力を賜りますようお願い
申し上げますとともに、法人会活動が充実したものとなるよう皆様方との連携・協調を図ってい
きたいと考えております。

桑名税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官

吉川　和宏 （よしかわ かずひろ）

　この度の人事異動により、法人課税第一部門の統括国税調査官を
拝命しました吉川和宏です。
　平成８年に名古屋国税局採用となって以降、管内で唯一勤務経験
の無かった三重県勤務となりました。そのため、桑名署管内に関し
ても「蛤」と「安永餅」程度の知識しかありませんでした。しか
し、休日や帰宅途中に散策してみると、「七里の渡し」、「多度大社」
等の史跡や寺社も多く残っており、「三の丸」、「内堀」、「寺町」等
の地名からも分かるとおり、城下町としての風情もある歴史と伝統
が息づく街であると感じました。
　今後は、活発な活動されている桑名法人会と署を結ぶよきパイプ
役となるよう、誠心誠意努めてまいりますので、前任の土田同様よ
ろしくお願いいたします。

【プロフィール】
　　出身地：福井県福井市
　　前任署：名古屋東税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
　　趣　味：筋トレ・サッカー観戦
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最近「賃上げ」の言葉をよく聞きます。賃上げをすると、法人税額の特別控除が受け
られますね。この制度は現状どの程度の法人が活用しているのでしょうか？

ご存じのように、いわゆる賃上げ促進税制は租税特別措置法で措置されている制度で
す。このような租税特別措置の適用状況については、財務省から毎年「租税特別措置の適用実態
調査の結果に関する報告書」として国会に提出されています。令和５年２月に提出された令和３
年度の報告によると、中小企業向け賃上げ促進税制は１３万１３６１法人（単体法人）が適用し、
適用総額は１４３５億円です。その２年前の令和元年度では、適用は１１万８３５５法人で、適
用総額は１１２４億円となっています。

単純に比較すると、１法人当たりの適用額は令和３年度では１０９万２０００円、令
和元年度は９５万円となりますので、適用法人、適用額ともに増加しているようですね。賃上げ
した場合には、この制度が適用できるかどうか、きちんとチェックした方がよいですね。
ところで、この制度は例年のように改正されていると思いますが、適用に当たり何か注意すべき
点はありますか？

令和４年度改正については、令和４年４月１日から令和６年３月３１日までの間に開
始する事業年度の法人が適用になりますので、例えば令和５年３月決算の法人は注意が必要です。
中小企業向け賃上げ促進税制の主な改正点は、１点目に控除率の上乗せ要件の簡素化と控除率の
引き上げ、２点目に上乗せ要件の教育訓練費に係る明細は添付義務から保存義務に変更、３点目
は上乗せ要件の経営力向上計画に関する要件が廃止されたことが挙げられます。

控除率の上乗せ要件の簡素化と控除率の引き上げについて詳しく教えてください。
改正前は、雇用者給与等支給額が前事業年度と比べて２．５％以上増加していて、か

つ、教育訓練費の額が前事業年度と比べて１０％以上増加しているか、経営力向上計画の要件を
満たしている場合には、控除率は１０％が上乗せとなりました。これが改正され、雇用者給与等
支給額が前事業年度と比べて２．５％以上増加している場合には１５％が上乗せされ、これとは
別に、教育訓練費の額が前事業年度と比べて１０％以上増加している場合には１０％が上乗せさ
れます。つまり、この両方の要件を満たした場合には、原則的な控除率の１５％に２５％が上乗
せされますので、控除率は最高で４０％になります。ただし、控除額は法人税額の２０％が限度
です。

制度が簡素になったのは助かりますね。
それと、通常要件では、雇用者給与等支給額が前事業年度と比べて１．５％以上増加し

ている必要がありますが、仮にこれが１．５％未満であっても、いわゆる大企業向け賃上げ促進
税制の通常要件である継続雇用者給与等支給額が、前事業年度と比べて３％以上増加している場
合があるかもしれません。この場合には、大企業向け賃上げ促進税制が適用可能です。

賃上げした場合には、どちらの制度が適用できるのか慎重に検討する必要がありそう
ですね。

税理士　野 川 悟 志

【筆者紹介】
　野川悟志（のがわ・さとし）１９６５年生まれ。国税庁課税総括課、国税局法人課税課など
を経て、東京都品川区で税理士登録。近著『令和４年版 税制改正経過一覧ハンドブック』（共
著、大蔵財務協会）、『税務調査に活かす　図解トレーニング』（大蔵財務協会）など。

リサ

リサ

リサ

リサ

リサ

サキ先生

サキ先生

サキ先生

サキ先生

中小企業向け賃上げ促進税制の活用状況と注意点
　　～経理課社員リサと顧問税理士サキ先生の税務問答～
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　来年夏に日本銀行券が改刷される。２０年前に現在の紙幣を手にしたときは、少しだけワクワ
クする気持ちがあった。だが、今回はどうしても同じような感覚にならず、新デザインに「いい
ね」をスタンプする気もない。前回は朝一番で銀行へ両替に行き、同僚や家族に見せて楽しんだ
が、そのような行動をとることはないだろう。
　もっとも財布の中身は今も昔も少額しか入っていない。これだけは不変なのだが、新札の登場
とは無関係な話と言うなかれ。昔と違うのは日々の買い物での支払いだ。キャッシュレス化が普
通になり、むしろ現金を持つことが煩わしくさえ感じ始めている。財布から現金が無くならず、
補充する必要もないので薄いままの状態が続く。それでもＡＴＭで現金を引き出すことはある。
その資金使途は友人との飲み会のときがほとんどで、割り勘のためには現金が必要となるから。
その回数も極端に減ってきていることは寂しい限りだ。
　最近のニュースでよく取り上げられているのが、国立印刷局が新日銀券の印刷で大忙しだとい
うニュース。新札発行の最大の目的は偽造防止だと強調し、そのほかにもタンス預金をあぶり出
す狙いもあると付け加える。家の中にしまい込んだ旧札を新札に交換する際、一定額が消費に向
かうのではないかという。本当にそうなのか疑義がある。

◆タンス預金は是か非か
　エコノミストらが指摘しているタンス預金の根拠は、日銀の資金循環統計からの推計。
２０２２年の資料では、家計における資金分析で現金・預金は１０９１兆円。このうち現金が
１０９兆円あり、その半分がタンス預金と見られるという。もう少し詳しい根拠が示されればい
いのだが、５０兆円は家庭の中で保管されているということらしい。
　一定額を家に置いておかないと気が済まない人がいる。銀行が破綻すれば１０００万円までし
か保護されないし、お金を金融機関にすべて預けてしまうと、公的な部門に財産を把握されてし
まうかもしれないとの懸念や、相続税対策として家に大金を保管する人もいるといわれている。
別な理由で現金を家に置く人もいるだろう。それぞれ理由はさまざまだが、好ましいとは思えな
い。防犯面から見れば、アポ電強盗など許しがたい輩が出現する要因になるなど、犯罪を誘発す
る危険があることは間違いない。
　このように考えるとタンス預金を肯定できる要素はなさそう。個人の自由ではあるが税逃れな
どであれば許しがたい行為になる。タンス預金をしたくてもできない者のひがみかもしれないが。
　いずれにせよ、デジタル通貨の研究が本格化しており、キャッシュレス社会と相まって、現金
紙幣の存在価値は薄れていく方向にあることは断言できる。膨らんだ財布を持たないと気が済ま
ない人は考え方を改める時期に来ている。新札の発行は今回が最後になるのでは、とは言い過ぎ
だろうか。

紙幣の役割が終わる時
ジャーナリスト　海 部 隆 太 郎

【筆者紹介】
　海部隆太郎（かいべ・りゅうたろう）
法政大学卒。日本工業新聞社、ＩＴ企業を経てフリー。中小企業を中心に企業が抱える幅広い課題の取材・
執筆活動を展開する。
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あなたの健康チェックあなたの健康チェック
●血液さらさらチェック　●動体視力反応測定　
●骨密度測定　 ●野菜の摂取量チェック

［お問合せ先］桑名法人会事務局  TEL 24-0125

［時間］14：30～16：00（開場/14：00）

［場所］柿安シティホール 大ホール

2023年11月12日㈰

はるな 愛 氏
大阪府出身
2008年 口パクものまね「エアあやや」で人気を博す。
2009年『ミス・インターナショナル・クイーン2009』で世界一の称号を得る。
2010年の『24時間テレビ』のチャリティーマラソンランナーに抜擢され完走を果たす。
2011年にはネイルクィーン大賞に選ばれる。
2013年9月には韓国観光名誉広報大使に任命され、現在も日本と韓国のかけ橋となっている。
2021年8月には東京2020パラリンピック開会式にトップバッターダンサーとして出演を果たす。
今年７月には新曲「まぼろし ザ ワールド」をデジタルリリース。

多くのテレビ・ラジオ番組や広告に出演し、人権にまつわる講演会にも呼ばれる他、
実業家としての顔も持つ。また、被災地支援や子ども食堂にも力を入れている。
　　

2023年11月12日㈰

【配布場所】
桑名法人会事務局

柿安シティホール

入場整理券
が必要です

2023年度 地域社会貢献事業
公益社団法人 桑名法人会 創立70周年記念講演

主催 　　公益社団法人 桑名法人会

はるな 愛氏はるな 愛氏
タレント・歌手タレント・歌手

私らしく生きる講 演 テ ー マ

10月12日より配布

入場
無料

10：00～15：00
柿安シティホール 展示室

当日10時より整理券を
先着80名様に配布

血液さらさらチェックは

桑名法人会
ホームページは
こちら
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優秀賞
賞品

公益社団法人 桑名法人会 地域社会貢献事業

【開場】9時20分 【開会】９時５０分 【終了】12時20分
※開会後の入場をお断りさせていただく場合もあります。

令和5年11月12日㈰

柿安シティホール
小学校3年生～6年生

第33回

◎税に関する絵はがきコンクール表彰式（主催：桑名法人会）

◎税の作文・習字の表彰式（主催：桑員納税貯蓄組合連合会）

◎税の標語の表彰式（主催：桑名間税会）

と 　 き

と こ ろ

参加対象

※賞品内容は変更になる場合がございます。※写真はイメージになります。※賞品内容は変更になる場合がございます。※写真はイメージになります。

ワンパク版2023

天体望遠鏡iPad 地球儀ＣＡＳＩＯ 電子辞書

Nintendo Switch LiteApple Watch

「税を考える週間」協賛事業

クイズ大会クイズに参加して、　　賞品をゲットしよう！！ さらにクイズ参加
対象児童には
豪華賞品が当たる
抽選会もあります！！

■後援／桑名市・桑名税務署・桑名市教育委員会・いなべ市教育委員会・東員町教育委員会・木曽岬町教育委員会・桑名市PTA連合会
　　　　桑名租税教育推進協議会
■協賛／桑名青色申告会・桑員納税貯蓄組合連合会・東海税理士会桑名支部・桑名間税会・桑名酒類行政連絡協議会

各小学校でとりまとめています。
お問い合せは法人会事務局へ。 TEL 24-0125

■ 問合せ先／桑名法人会事務局

www.kuwanahoujinkai.or.jp

申込み方法 

主催 　　公益社団法人 桑名法人会
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大同生命では「従業員が元気でイキイキと長く働き続ける職場づくり」をサポートする無料Web
サービス『ＫＥＮＣＯ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＰＲＯＧＲＡＭ（以下、ＫＳＰ）をご用意しておりま
す。「健康経営優良法人」認定を目指す企業様にはぜひともご利用いただきたいのですが、今回
はその中の「ＫＳＰオンライン診療サービス」をご案内します。社長から従業員のみなさま、そ
してご家族の方まで自宅やオフィスなどお好きな場所から、スマホやＰＣで受診できます。お仕
事の昼休憩やプライベートの合間などに、事前予約で移動時間なし、お薬は行きつけの処方箋薬
局で受取り、もしくは配送で非常に便利です。ぜひこの機会にご利用してみてください。くわし
くは大同生命営業担当者・法人会事務局までよろしくお願いします。

こちらは経営者や従業員の皆様を売上高根拠で労災事故のケガの補償、病気入院の補償、がん通
院等の治療費用（最大300万）の補償が告知不要で加入できるため、多くの企業様に御導入頂いて
おります。皆様のご事業の発展のためにも、人材採用と育成は常に投資が必要となります。従業
員の皆様が長期的かつ健康で働いて頂く為にも、病気を早期発見・早期治療・早期復職のサポー
トは、企業様の一番大事な部分と考えて商品化させて頂いております。現在コロナが５類に移行
しても、未だ多くの感染症が継続しており、結果重篤な病気に移行する事象も発生しております。
【ハイパー任意労災メディカルプラス】は、近年課題である健康企業経営をしっかりとサポート
できる保障となっております。また、恒常的な人材不足に悩む企業様において、求人対象者に健
康経営企業としてアピールできるとご導入頂いただく会員企業様も多いです。この機会に是非ご
担当の推進員にお問い合わせください。

会員企業にお勤めの役員・従業員の皆様が契約者となる場合は、ご本人はもちろん、ご家族・ご
親族も（二親等以内）集団取扱の割安な保険料で契約できます。また、退職後もご契約は継続いた
だけます。（ただし、個別取扱の保険料が適用されます。）
詳しくは、福利厚生制度推進員のアフラック募集代理店までお気軽にお問い合わせください。

大同生命保険株式会社

AIG損害保険株式会社

アフラック

★【健康経営】ＫＳＰオンライン診療サービスが便利です。ぜひご利用ください！

★ＡＩＧ損害保険の会員企業様向け制度商品【ハイパー任意労災メディカルプラス】の
ご案内をさせて頂きます。

★法人会では、アフラックのがん保険・医療保険を福利厚生制度 として採用しています！

福利厚生制度 よもやま知識
　
福
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〔令和5年1月～7月〕 令和5年７月31日現在
（敬称略、順不同）

【城東地区】
法　人　名 代表者名 所　在　地 業　　種

（株）ＭＺＳ 西田真由美 桑名市赤須加５２６番地７５ サービス業

【精義地区】
法　人　名 代表者名 所　在　地 業　　種

（株）M.N 中野　雄介 桑名市北寺町３０ 不動産賃貸業他

【多度地区】
法　人　名 代表者名 所　在　地 業　　種

（有）ミズタニ設計

岡田鋳物（株）

水谷　忠則

岡田　敏明

桑名市多度町下野代８３２

桑名市多度町下野代４８７番地１

建築設計業

製造業

地区別新会員紹介
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〔令和5年1月～7月〕 令和5年７月31日現在
（敬称略、順不同）

【城東地区】
法　人　名 代表者名 所　在　地 業　　種

（株）ＭＺＳ 西田真由美 桑名市赤須加５２６番地７５ サービス業

【精義地区】
法　人　名 代表者名 所　在　地 業　　種

（株）M.N 中野　雄介 桑名市北寺町３０ 不動産賃貸業他

【多度地区】
法　人　名 代表者名 所　在　地 業　　種

（有）ミズタニ設計

岡田鋳物（株）

水谷　忠則

岡田　敏明

桑名市多度町下野代８３２

桑名市多度町下野代４８７番地１

建築設計業

製造業

地区別新会員紹介
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会員情報変更事項連絡のお願い

変 更 届

　会員企業等と法人会をつなぐ大切な文書、連絡等でご迷惑をおかけする事がないよう、

変更事項がございましたら、その都度、速やかに、下記により事務局までお知らせ下さい。

FAXにてお知らせ下さい。 

（FAX　24－7231）

　　年　　月　　日

・資本金変更　　　・社名変更　　　・住所地変更　　　・代表者変更

・電話番号変更　　・その他（　　　　　　　　　　）

法　人　名

代　表　者

記
変更事項 変　更　前 変　更　後

　　　　 　　　　　 　　　　　

（FAX　24－7231）

※コピーしてお使い下さい

　
会
員
の
み
な
さ
ま
へ

会員のみなさまへ



広報委員会
担当副会長
委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長

三重精機（株）
辻内鋳物鉄工（株）
三重ダイキャスト工業（株）

（有）ヒューマン・ケア・ステーションみえ
（株）金星堂
（株）山本本店
（株）永餅屋老舗
（同）小川商店
（株）カネマツ産業
（有）ヒダカツ工業所

加 藤 峰 幸
辻 内 　 晶
石 川 尚 郎
高 橋 恵 美 子
小 笠 原 貴 行
山 本 重 雄
水 谷 文 人
小 川 洋 司
松 原 正 紀
國 武 明 史



公益社団法人 桑名法人会
〒511-0068
桑名市中央町３-23 山本総合ビル
TEL.0594-24-0125　FAX.0594-24-7231
http://www.kuwanahoujinkai.or.jp


